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② Child Behavior Checklist（以下、CBCL）；子どもの情緒と行動の問題に
ついて、保護者に回答を求める調査票である。


































対象児童は 8 名であり、全員が通常学級に在籍していた。8 名中 4 名が詳































入の結果、「仲間関係」で得点が下がったのは、学校場面で 4 名／ 8 名、家
庭場面では 7 名／ 8 名であった。特に、家庭場面では 3 名が High Need か
ら Low Need へ、1 名が High Need から Some Need へと改善した。「向社会
性」に関しては、介入前の時点で Low Need と判定されるものが、家庭では












































『源氏物語』全 54 冊中 21 冊の本文を正確に翻刻し、全巻の翻刻を完成する。







ともなる。そこで、平成 26 年度は、平成 25 年度に引き続き大正大学蔵『源
氏物語』全 54 冊中 21 冊の本文の字母漢字を正確に翻刻する。

























































（a）平成 26 年 4 月―10 グループに２巻（約 122 丁分）を割り当て、
翻刻を開始する。
（b）平成 26 年 9 月―翻刻したデータを持ち寄り、入力ミス・誤読の点
検を実施、訂正作業に入る。
（c）平成 26 年 1 月―完成した翻刻データを提出。21 巻分を基礎デー
タ化（PDF）する。




























































































































































































































































































































































































大学生 34 名を対象とし，5 ～ 7 名の小集団で実験を実施した。実施集団





































れぞれを「EM 肯定尺度」（5 項目 例：
EM によって河川がきれいになると









一方，EM 懐疑尺度において有意な結果が得られ，決定係数 R2=.226 （95%CI 




























































定に適用する能力」が格差につながることを指摘している （Grizzle & Calvo, 
















































Grizzle, A. & Calvo, M. C. T. （2013）. Media and Information Literacy: Policy 
and strategy guidelines. UNESCO
平山るみ・楠見孝 （2004）. 批判的思考態度が結論導出プロセスに及ぼす
影響：証拠評価と結論生成課題を用いての検討 . 教育心理学研究 , 52, 
186-198



















































たしかに、東京市立日比谷図書館が新設される 1908 年（明治 41 年）に





















沢政太郎による「私立成城小学校」（大正 6 年）では 4 つの教育目標の第一
に挙げられているのは「個性尊重」である。この時期には、その後に、羽仁






































を遡及的に再考する動向は、1891 年（明治 24 年）の巖谷小波による『こ
がね丸』を児童文学の始点とすることへと進展し、それは川原和枝『子ども
観の近代』（1998）にあっても踏襲されている。だが、『日本の絵本史』（全







もカテゴリーの生成をみる。つまり 1872 年（明治 5 年）の学制では小学


















































は乖離しているのが現実である。本研究では、アメリカの CAST(Center for 






研 究 課 題
高等学校における学びのユニバーサルデザイン（UDL）
の導入とその効果の検証



















































































各教員が UDL を取り入れた授業を経験することにより、具体的な UDL のイ








































たか？　～実践報告と今後の課題を考える～　日本 LD 学会第 23 回大















































































© 2011 by CAST. All rights reserved. www.cast.org. www.udlcenter.org.
??????????????????CAST (2011). Universal design for Learning guidelines version 2.0. Wakefield, MA: Author. 






～　小学校における UDL 実践の導入の経過とその検討　～日本 LD 学







研 究 課 題 低炭素教育と ESD の関係に関する研究





















調査は、コウノトリの事例では 2006 年 1 月と 2011 年 1 月に、トキの事
例では 2008 年 8 月、2009 年 1 月に実施した（それぞれの結果については、
（本田　2006）（本田　2009）（本田・林　2009）（本田・菊地　2011）に
まとめられている）。








してのアンケート調査を 2014 年 11 月に郵送により実施した。佐渡市の協
力により、住民基本台帳より無作為に抽出した 20 歳から 79 歳の男女 1,000
人を対象にアンケート調査票を送付した。その回収率は 46.9％であった。











































































本研究の公表は、2014 年 11 月実施のアンケート調査結果については、『大
正大學研究紀要』100 号や『人間環境論集』2 号にて公表している。また、

























―佐渡市全域のアンケート調査から－」『山階鳥類学雑誌』41 巻 1 号：
74-100 頁．
本田裕子・菊地直樹（2011）「コウノトリの野生復帰に関する住民アンケー


























同居群）10 名、家族と離れて生活している大学 3 年生（但し学生寮居




研 究 課 題
青年期男子大学生の日常的生活行動、
基本的生活習慣および身体機能の関連について





































































群いずれも 35 分程度で差はみられなかったが、大学では同居群が 66.5











　 　 同居群　（N=10） 独居群　（N=10） sig.
年令 (yrs) 20.9 ± 0.70 21.1 ± 0.54 ns
身長 (cm) 1.71 ± 0.05 1.69 ± 0.07 ns
体重 (kg) 64.0 ± 8.68 58.2 ± 9.75 ns
体脂肪率 (%) 17.7 ± 4.22 14.8 ± 6.63 ns
除脂肪体重 (kg) 52.5 ± 5.61 49.0 ± 4.15 ns
BMI (kg/㎡ ) 21.9 ± 2.70 20.5 ± 3.32 ns
摂食時刻については 3 食いずれも差は観察されなかったが、摂取時
刻の不規則性を示す標準偏差に関しては朝食において独居群が有意に大
きく、同居群で約 52 分に対して 102 分という状況であり約 2 倍の差
があることが明らかとなった。
また睡眠習慣について表 3 に示した。記録を取った 7 日間の睡眠時間、
就床時刻および起床時刻について検討した。その結果、睡眠時間につい
てはいずれも 7.4 時間程度であり、有意差は観察されなかった。しかし、
就床時刻および起床時刻いずれも独居群は平均で 1 時間 24 分遅延して
おり、有意な差が認められた（就床時刻 ;p<0.01、起床時刻 ;p<0.05）。
表 2.　調査期間（7 日間）中の欠食について
　 　 同居群　（N=10） 独居群　（N=10） sig.
朝　食 （回） 1.9 ± 2.0 4.3 ± 2.3 p<0.05
昼　食 （回） 0.8 ± 0.9 2.1 ± 1.3 p<0.05
夕　食 （回） 0.5 ± 0.7 0.4 ± 0.5 ns
総　数 （回） 3.2 ± 2.2 6.8 ± 3.2 p<0.05
表 3.　調査期間（７日間）中の睡眠関連指標の結果
　 　 同居群　（N=10） 独居群　（N=10） sig.
睡眠時間 （h） 7.4 ± 0.70 7.37 ± 0.90 ns
就床時刻 （h:m） 0：36 ± 0.78 2：00 ± 1.18 p<0.01






咬合力と握力の関係については 2 群合わせて検討したが、図 1 に示
すように、正の有意な相関関係が観察された。
表 4.　握力および咬合力の結果
　 　 同居群　（N=10） 独居群　（N=10） sig.
握力
（右） (kg) 42.25 ± 7.63 41.60 ± 7.99 ns
（左） (kg) 39.75 ± 6.84 38.35 ± 6.37 ns
咬合力
（右） (kN) 0.39 ± 0.19 0.34 ± 0.26 ns











食事時間で約 2 分、咀嚼回数で 80 回強、いずれも独居群の値が大き
い傾向がみられたが群間での有意差は観察されなかった。食事の時間に
ついては居住形態に関係なく個人差が非常に大きく、最も短かった被検
者で 7.57 分であったのに対して最も長かった者は 20.08 分という状況
であり、両者に 3 倍弱の違いが生じていた。
 
図 1．握力と咬合力の関係 図 1.　握力と咬合 関係
表 5.　摂食実験における咀嚼関連指標の結果
　 　 同居群　（N=10） 独居群　（N=10） sig.
食事時間 （分） 10.5 ± 2.5 12.4 ± 3.2 ns
咀嚼回数 （回） 873.4 ± 298.9 985.0 ± 398.6 ns



























１）Asaoka, S., Fukuda, K. and Yamazaki, K.（2004）Eﬀ ects of sleep‒wake 
pattern and residential status on psychological distress in university 



















７）Uchida, E., Nakajima, Y., Kambayashi I. and Takeda, H.（2012） 
Consideration about daily activities and sleeping habits in Japanese 





研 究 課 題
日本西洋料理の発展形態と
その経路依存性に関する文化社会学的研究


















































































































































（Summer on the Lakes, 1843, 1844）と『19 世紀の女性』（Woman in the 
Nineteenth Century, 1845）、ハーストンの『彼らの目は神を見ていた』（Their 







ジェンダー史学会第 11 回年次大会　2014 年 12 月 14 日　横浜国立大学
